
計画の名称：茂原市における快適で魅力ある都市環境の形成　　　事業主体名：　茂原市  　

チェック欄

　１）上位計画等との整合性 〇

　２）地域の課題への対応（地域の課題と整備計画の目標の適合性） 〇

　１）整備計画の目標と定量的指標の整合性 〇

　２）定量的指標の明瞭性 〇

　３）目標と事業内容の整合性 〇

　４）事業の効果（要素事業の相乗効果等）の見込みの妥当性 〇

　１）円滑な事業執行の環境
　　（事業熟度、住民等の合意形成を踏まえた事業実施の確実性）

〇

　２）地元の機運
　　（住民、民間等の活動・関連事業との連携等による事業効果発現の確実性）

〇

社会資本整備総合交付金チェックシート

Ⅱ．整備計画の効果・効率性

　　　公共水域の保全と生活環境の改善への市民要望が多い

　　すでに同一自治会の隣接地区の整備が完了し、残された区域となっている

　　計画内容に関し、近隣住民に対する事前説明が行われ理解を得ており、
　　財政面での制約に整合する事業計画で、円滑な事業執行が可能な執行
　　体制を整ている

（下水道事業等タイプ）

Ⅲ．整備計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

　　　流域別下水道整備総合計画や下水道認可計画、市の総合計画などと
　　　整合が図られている

　　定量的な指標のため、事業の進捗に比例する効果が見込めるものとなっている

　　事業内容は、供用区域拡大のための効率的な整備となっている

　　数値目標や指標を用いるなど、客観的かつ具体的な目標となっている

　　計画的な事業の推進状況を示すために適切で、定量的な指標となっている　　


